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2. Optimum condition in main varieties and simplicity method of the pre rooting
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1 は じ め に

本県におけるユリは,オ リエンタル系ユリの抑制栽培を

中心に,生産額ではリンドウに次ぐ第 2位の品日となって

おり,今後も拡大していくことが予想される。そこで,今
後の産地強化をはかる上で高品質生産技術の開発が重要な

ことから,前報りでは葉焼け症の発生 しやすい品種を用い

て,プ レルーティング技術の有効性を明らかにした。本報

では,主要品種の好適処理条件及び,簡易な処理方法につ

いて検討した。

2試 験 方 法

(1)主要品種の処理温度と機関

1)供試品種

カサブランカ (18/20m球),ル レーブ (16/18cm球)

2)供試条件

2品種とも10,12,15℃ でそれぞれ 3週,4週間処理の

6区を設定 した。

3)試験規模

1品種 1区36球 ,反復無 し

0 プレルーティング処理中の湿度条件に関する試験

1)供試品種

カサブランカ (18/20m球)

2)供試条件

処理期間中の冷蔵庫内湿度は,88～ 98%の高湿度区と
,

42～51%の低湿度区の 2区を設定した。

3)試験規模

表 1 処理区別収穫時の性状 (カ サブランカ)

ルーティング 開花日  切花長 正常花菅数 落書数  切花重  出荷率

1区36球 ,反復無 し

3)充填材の種類と処理効果

1)供試品種

アカプルコ (16/18卸球)

2)供試条件

プレルーティング処理時の充填材として,オ ガクズとモ

ミ殻について,ピー トモスと比較検討 した。

3)試験規模

1区54球 ,反復無し

3 試験結果及び考察

(1)主要品種の処理温度と処理期間について

晩生種のカサブランカと,早生種のルレープを用いて好

適な処理温度と期間について検討 した。その結果カサプラ

ンカでは,10℃ で 3～ 4週間,12,15℃ では3週間 (表 1),

ルレープでは12℃ で 4週間又は15℃ で3週間処理 (表 2)

することにより,無処理に比較 して切り花長や切り花重 ,

正常花奮数が増加 し,特にルレープでは処理の効果が大き

く認められた。これは,ル レープのような温度感応性の高

い品種を慣行の抑制栽培に用いた場合には,施設内の高地

温,高気温条件下で急速に花芽分化が進むのに対 して,プ
レルーティング処理では数週間の処理中に花芽の分化がス

タートし,花芽や葉の発達の基盤が着実に形成されたもの

と考えられる。またこうした結果は定植直後の初期段階の

温度管理が生育量`品質に対して大きな影響を与えている

ものと思われる。

② プレルーティング処理中の湿度条件

表 2 収穫時の性状 (ル レープ)

ルーァィング 開花日 切花長 正常花菅数 落菅数 切花重 出荷率

:全区 H10716 処理期間中の湿度 :88%
～98%

定植日 :全区 H10724定植日
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表 3 低湿度条件下処理球の開花時の性状 (カ サブランカ)

ルーテ ィング  開 花  日  切 花 長  正 常 花 膏数 率荷出重花切数曹落

件   (月 ・ 日 ,   (伽 ,  (1日 /本 ,  (個 /本)  (g/
10/19 417 023 17(

10/18 858 4 13 023 161

10/14 82 7 403 034 161

10/15 873 388 004 171

12℃ -4
15℃ -4

10/14     870     357     022     16
10/11     856     321     047     14

7 鵬
一郷10/4 818 4 932

定植日:全区H10716 処理期間中の湿度 :42～ 51%
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図 1 低湿度処理における出荷不能の原因別割合

表4 処理時の充填材と収穫時の性状 (ア カプルコ)

充填材の 開花日 切花長 正常花雷数 切花重 出荷率
種類  (月 日)(em) (個 /本)(g/al(%)

オガクズ 10/14868  422  1107 887
モ ミ 殻 10/13 898  437  1101 883
ビートモス 10/15 856    406   1051  926
定植日 :無処理区H 10 7 24
処理中の温度 :118～ 122℃、湿度90%程度、 3週間処

理

カサプランカを用いて,処理中の空中湿度条件が生育に

及ぼす影響について検.・lし た。慣行の高湿度条件下で処理

した球根の生育に対 して (表 1),低湿度条件下で処理 し

た場合,開花期に大きな差は見られなかったが,切 り花長

や正常花苦数,切 り花重,出荷率の減少が全ての区で認め

られた (表 3)。 これらの調査項目の全てにおいて,同一

温度であれば処理期間が長いほど,ま た処理期間が同一で

あれば処理温度が高いはど減少 した。さらに正常花雷数減

と奇形花や葉焼け症の発生が出荷率の減少の大きな原因と

なったことから (図 1, 2),ブ レルーティング処理時の

空中湿度の低下は,生育量の減少を招くと共に品質の低下

図 2 高湿度処理における出荷不能の原因別割合

を招 くと考えられる。

0)充填材の種類と処理効果

プレルーティング処理時に用いる充填材のパ潜材として
,

オガクズやモミ殻の効果について検討した。その結果,ピー

トモスと同様の水分調整をして利用 した場合,切 り花の生

育量や品質には差は認められなかった (表 4)。 このこと

から,入手の容易なオガクズやモミ殻を,ピ ートモスの代

替として充填材に利用することが可能と考えられる。

め

プレルーティング処理は,葉焼け等の生理障害の発生 し

やすい品種だけでなく,一般の品種においても品質向上に

有効である。処理時の温度や期間と共に,処理中は空中湿

度を90%程度に保つ必要があり,低湿度は品質低下の原因

となる。また処理時の充填材として,ピ ートモスの代わり

に,モ ミ殻やオガクズの利用が可能である。
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